
警察庁と日本自動車連盟（JAF)による、シートベルトの着用状況調
査結果が発表されました。宮城県の着用状況は、一般道路での後部座席
の着用率が低調です。

※警察庁広報（R6.2.14)

一般道路 運転者９９.５％ 助手席９８．０％ 後部座席３８．７％

高速道路 運転者１００％ 助手席１００％ 後部座席８５．５％

後部座席の着用率の全国平均 一般道：４５．５％ 高速道路：７９．７％

シートベルトは、交通事故に遭った場合の被害を大幅に軽減
するとともに、正しい運転姿勢を保たさせることによる疲労軽
減効果もあります。全ての座席でシートベルトを着用しましょう。

昨年８月、信号機のない横断歩道に横断歩行者がいる状況で通過す
る車両の一時停止状況を「ＪＡＦ」が調査した結果、宮城県の一時停

止率は

宮城県：70.3％ ※ 全国平均：53.0％

で、全国でベスト６位でした。
以前に比べると一時停止する車両が増えていますが、まだ３０％の

車両は、歩行者を無視している状況です。

横断歩道に近づいたら減速しましょう
歩行者がいたら必ず一時停止しましょう

横断歩道では手を上げて意思表示をしましょう
停止車両には会釈など感謝の意思表示をしましょう






